
平成 22 年度東北ブロック「環境 NGO・NPO 地域ワークショップ」 

「地域における環境政策提言力」向上セミナー 【実施結果の概要】 

 

（１） 目的・趣旨 

  個別の分野・個別の事業においては、環境 NGO・NPO と行政の協働も進みつつあり、

成果を収める事例も出てきている。しかし、特に東北地方においては、環境基本計画な

どの地域の将来を見据えた環境政策について、市民協働でつくるというところまではい

っていないことが多く、環境 NPO･NGO の側でも政策提言への取り組み・意識が弱かっ

た。 

  本講座は、地域における環境パートナーシップ推進の中核を担う団体のスタッフと地

域の有力環境団体のスタッフを主な対象とし、講座参加者が地域において環境政策への

市民参加のしくみづくりを実践するための政策提言力・コーディネート力を養成するこ

とを目的として実施された。 

 

（２）プログラム概要 

①開催日時 

 2011 年 1 月 16 日（日）9:30～17:50 

 

②会場 

 仙台市市民活動サポートセンター セミナーホール 

 

③対象者及び参加人数 

 東北 6 県の環境パートナーシップ団体や支援組織及び地域で実績のある環境 NPO／

NGO の理事やスタッフを主な対象とし、31 名が参加した。 

 

④開催プログラム及び講師 

  

 ・開会、オリエンテーション 

 ・解説講義「市民が政策をつくる意義」 

 ・東北 6 県の調査結果発表、コメント 

 ・ワークショップ 1（講師解説、個人作業、県別作業①、ポスターセッション①） 

 ・ワークショップ 2（講師解説、県別作業②、ポスターセッション②） 

 ・総括 

 ・ふりかえり＆アンケート記入 

 

 



（３）実施概要 

 セミナーは講師の川北秀人氏の解説講義からスタートした。まず、NPO がしくみづくり

に取り組む必要性について講師より説明があり、続いて「NPO が社会を変えられない５つ

の理由」や、社会から求められていること（＝ニーズ）の可視化、企業や行政に影響力の

あるプログラムのつくり方等について解説がなされた。 

 解説講義の後は、東北 6 県の環境団体が、事前に実施していた環境政策調査について、

調査結果とその結果を元に地域においてどのような政策が求められているかを発表した。

発表したのは、青森県環境パートナーシップセンター、環境パートナーシップいわて、み

やぎ・環境とくらし・ネットワーク、あきた地球環境会議、環境ネットやまがた、超学際

的研究機構の各団体である。各県からの発表で、地域における政策課題としては、市民協

働の進め方、高齢者の孤立化や農村地域の疲弊による地域コミュニティ力低下の問題、環

境基本計画の PDCA サイクルが実質的に機能していないことなどが挙げられた。 

 午後からはワークショップを行った。ワークショップ 1 では、各県において政策の拡充

が求められるテーマ・課題を個人作業でワークシートに書き出し、その後は県ごとに 1 グ

ループ 3～4 人に分かれ、個人作業のワークシートを元に課題に優先順位をつけ、県ごとに

課題をまとめた。参加者が課題として挙げたもので共通性が高かったものは、車通勤、省

エネ、ゴミに関するものだった。講師からは、マラソン大会とノーマイカーデーを組み合

わせている事例や、バリアフリーと省エネのリフォームを一緒に行うというアイデア、ゴ

ミのリサイクルにおいて出口を考えておくことの重要性についての解説があった 

その後、他のグループのワークシートを各自見て回り、付箋に質問コメントやアドバイ

スを書いて貼っていった。質問コメントは相手に「気付きを与える質問」、アドバイスは「改

善・工夫のヒント」となるようなもので、単なる「感想」や「励まし・ねぎらい」になら

ないようにと講師から注意があった。 

 ワークショップ 2 では、ワークショップ 1 でまとめた課題に対し、課題解決のための政

策立案を各県ごとにワークシートに記入した。その後、ワークショップ 1 のときと同様に、

他のグループのワークシートを各自見て回り、付箋に質問コメントやアドバイスを書いて

貼っていった。 

 そして総括として、行政にできること・すべきこと、市民による社会運営、政策に求め

られる成果について解説があり、政策をつくっていくためには、行政に対し要望や要求を

持っていくのではなく、社会の課題に対する原因を突き詰め、それに絞って対策と提案を

行い、課題に対する具体的な効果を示すことが重要であると締めくくられた。 

 最後に、参加者が個別にアンケート及びセミナーのふりかえりを記入し、グループごと

にふりかえりの共有を行った。 

 

 

 



（４）参加者の声（アンケートより抜粋） 

〈解説講義〉 

・自分たちに足りないものを具体的に知ったこと。どう動いたらいいのか、はっきりわか

った。 

・政策提言の元となる活動の考え方について見直すことができた。 

 

〈ワークショップ 1、2〉 

・色々な人の「県の特徴」が聞けて改めての発見があった。今後活動の参考になると思う。 

・様々な立場、年齢の方々と、合意形成を進めるむずかしさとたのしさを実感した。 

 

〈ふりかえり、総括〉 

・地域に持って帰り活用できる。 

・学んだことの確認になった。 

 

 

（５）当日の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        解説講義            ワークショップの進め方の説明 


